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（１）洪水を安全に流下させる案（治水対策案①～⑦）
（２）できるだけ洪水を河道外に貯留する案（治水対策案⑧～⑪）
（３）できるだけ雨水の河川への流出を抑制する案（治水対策案⑫）
（４）洪水氾濫に対して家屋被害を防ぐ案（治水対策案⑬）
（５）できるだけ雨水の河川への流出を抑制したうえで、洪水氾濫に対して家屋被害を防ぐ案（治水対策案⑭）

(1) (2) (3) (4) (5)
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河道内の樹木の伐採、樹林帯等、水田等の保全（機能の保全）、森林の保全、洪水の予測・情報の提供等



治水対策案（実施内容）
概略評価による

抽出

河川整備計画

【１ 洪水を安全に流下させる案】

① 河道の掘削 ○

② 引堤 ×

③ 堤防かさ上げ ×

④ 放水路（右岸ルート）＋河道の掘削 ×

⑤ 放水路（坪井川へ放水）＋河道の掘削＋坪井川の改修 ×

⑥ 放水路（緑川へ放水）＋河道の掘削＋緑川の改修 ×

⑦ 放水路（緑川へ放水：下流）＋河道の掘削＋緑川の改修 ×

【２ できるだけ洪水を河道外に貯
留する案】

⑧ 黒川遊水地＋河道の掘削 ×

⑨ 白川中流遊水地＋河道の掘削 ×

⑩ 黒川遊水地（地役権方式）＋河道の掘削 ×

⑪ 黒川遊水地群の活用＋河道の掘削 ○

【３ できるだけ雨水の河川への流
出を抑制する案】

⑫
河道の掘削＋雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋水田等の
保全（機能の向上）

○

【４ 洪水はん濫に対して家屋被害
を防ぐ案】

⑬
河道の掘削＋輪中堤＋遊水機能を有する土地の保全＋
部分的に低い堤防の存置＋土地利用規制

○

【５ できるだけ雨水の河川への流
出を抑制したうえで、洪水氾濫に対
して家屋被害を防ぐ案】

⑭
河道の掘削＋輪中堤＋遊水機能を有する土地の保全＋
部分的に低い堤防の存置＋土地利用規制＋雨水貯留施
設＋雨水浸透施設＋水田等の保全（機能の向上）

○
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【パブリックコメントにおける具体的治水対策案①】

治水対策案⑭は、河道の掘削も含まれており、事業費を押し上げている。洪水時に流域の水田

55km2に20cm雨水をため込むように畦を高くするだけで、約1,100万m3の容量があり、それだけ
で立野ダムの総貯水容量1,000万m3を超える。

【治水対策案⑮】

河道の掘削＋輪中堤＋遊水機能を有する土地の保全＋部分的に低い堤防の存置＋土地利用

規制＋雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋水田等の保全（機能の向上：水田貯留２０cm）
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同類のグループであるグループ５の治水対策案として立案する。

流域内の学校（校庭）、公園、農業用ため池に雨水の貯留を行い、家屋を対象とした雨

水浸透施設を設置するとともに水田等の保全（機能の向上）を行い洪水時に水田に

20cm貯留し、河川のピーク流量の低減を図る。

これによる治水効果が不足する分については、河道の掘削及び小集落については輪

中堤等により河川整備計画で想定している目標と同程度の目標の達成を図る。
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【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、雨水貯留施設、雨水浸透施設を設置、水田等の保全（機能の向上）を行う。
これによる治水効果が不足する分については、河道の掘削を行う。また、中流域で集落が点在する箇所においては輪中堤の築造、遊水機能を有
する土地の保全、部分的に低い堤防の存置、土地利用規制を行い、河川整備計画で想定している目標と同程度の目標の達成を図る。
・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。
・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。
・流域内の学校（校庭）、公園、農業用ため池に雨水の貯留を行い、家屋を対象とした雨水浸透施設を設置するとともに水田等の保全（機能の向
上：水田の貯留高20cm）を行い、河川のピーク流量を低減させる。
・河口から中流部までの区間において、流下断面積が不足する箇所で、コスト的に最も安価と想定される河道の掘削を行う。
・小集落を洪水はん濫から防御するため、中流部から立野ダム建設予定地間において、輪中堤、宅地かさ上げ、ピロティ建築の中で安価な対策と
して想定される輪中堤による対策を行うとともに、遊水機能を有する土地の保全、部分的に低い堤防の存置、土地利用規制を行う。

●河道改修
・河道を約180万m3掘削する。 ・築堤を約20万m3行う。 ・残土を約160万m3処理する。
・流下阻害となっている3橋の改築を行う。 ・河道の掘削により影響のある3橋の改築を行う。 ・河道の掘削により影響のある5堰の改築を行う。
●遊水地
・遊水地を４箇所設置する。 ・約420万m3の掘削を行う。 ・周囲堤の築堤を約9万m3行う。
・残土を約410万m3処理する。 ・約100haの用地買収を行う。
●流域対策
・公園や学校（校庭）を対象として雨水貯留施設を153箇所新設するととも
に、雨水用排水路等の整備を行う。また、流域内の27箇所のため池を
活用し、雨水の貯留を行う。
・雨水浸透施設の整備として家屋約84千戸に浸透升の設置を行う。
・水田約55km2を対象に、落水口への堰板の設置、畦畔かさ上げを行い、
機能向上を行う。

●輪中堤の整備、遊水機能を有する土地の保全及び土地利用規制
・家屋部について輪中堤を整備し、それ以外の箇所については堤防をその
まま存置（部分的に低い堤防として）し、その周辺の遊水機能を有する
土地の保全及び土地利用規制を行う。

※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである

◇河川整備計画の目標流量及び河道配分流量

黒
川

白
川

■代継橋

黒川遊水地群

〔 〕：河川整備計画の目標流量

下段：河道配分流量

〔2,300m3/s〕

2,200m3/s

雨水貯留施設、雨水浸透施
設、水田等の保全（機能の向
上：水田貯留20cm）

輪中堤、遊水機能を有
する土地の保全、部分
的に低い堤防の存置、
土地利用規制

黒
川

白
川

■代継橋

黒川遊水地群

〔 〕：河川整備計画の目標流量

下段：河道配分流量

〔2,300m3/s〕

2,200m3/s

雨水貯留施設、雨水浸透施
設、水田等の保全（機能の向
上：水田貯留20cm）

輪中堤、遊水機能を有
する土地の保全、部分
的に低い堤防の存置、
土地利用規制
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車帰遊水地建設

くるまがえり

跡ヶ瀬遊水地建設

あとがせ

小倉遊水地建設

おくら
手野遊水地建設

ての

明午橋改築

めいご

龍神橋改築
りゅうじん

吉原橋改築
よしはら

三本松堰改築
さんぼんまつ

薄場橋改築
うすば

十八口堰改築
じゅうはちぐち

ＪＲ白川橋梁（上り・
下り）改築

しらかわ

馬場楠堰改築

ばばくす

津久礼堰改築
つくれ

◆白川流域における水田
対策面積 備考

利用可能面積 55km2 約20千枚

※利用可能面積は，水田面積に畦畔を除いた本地率と作付
け率を乗じて推計．

※水田面積は国土数値情報を基に推計．

◆白川流域における宅地
対策面積 備考

宅地×建坪率40% 10.95km2 約84千戸
計 10.95km2
※宅地面積は国土数値情報を基に推計．
※家屋数はH20住宅・土地統計調査を基に推計．

■：雨水浸透対策対象区域

渡鹿堰改築

とろく

■：水田

輪中堤のイメージ

輪中堤

遊水機能を有
する土地の保全

部分的に低い堤防

輪中堤のイメージ

輪中堤

遊水機能を有
する土地の保全

部分的に低い堤防

遊水機能を有する
土地の保全

遊水機能を有する
土地の保全

学校
公園
学校
公園

学校

公園

ため池

学校
公園
学校
公園

学校

公園

ため池

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない

※水田枚数は代表区域を設定し推計．

雨水貯留対象施設

32k400付近

7/400付近

◆白川流域における学校・公園・ため池
箇所数

学校（校庭） 49
公園 104
ため池 27
※学校：小学校，中学校，高等学校，大学
※公園：市町村提供資料より
※ため池公園：市町村提供資料より

7k400

河道の掘削

薄場橋架替

ＪＲ白川橋梁架替
（上り・下り）

十八口堰改築

三本松堰改築

河道の掘削

薄場橋架替

ＪＲ白川橋梁架替
（上り・下り）

十八口堰改築

三本松堰改築

7k400

上村橋

32k400

上村橋

32k400

排水路

水田貯留を行うため
新たに設置する堰板

畦畔かさ上げ

既設の堰板

営農期の水位

洪水時の貯留水位

20cm

排水路

水田貯留を行うため
新たに設置する堰板

畦畔かさ上げ

既設の堰板

営農期の水位

洪水時の貯留水位

20cm

水田等の保全（機能の向上：水田貯留20cm）



治水対策案（実施内容※１）

概略評価による抽出

概算事業費

（億円）

前回の
抽出

今回の
抽出

不適当と考えられる評価軸とその内容

河川整備計画 約1,000

【１ 洪水を安全
に流下させる案】

① 河道の掘削 約1,200 ○ ○

② 引堤 約2,500
コスト

実現性

①に比べてコストが高い

補償戸数約800戸の移転が必要となり、
地域社会への影響が大きい

③ 堤防かさ上げ 約1,600 コスト ①に比べてコストが高い

④
放水路（右岸ルート）＋河道の掘
削

約3,600 コスト ①に比べてコストが高い

⑤
放水路（坪井川へ放水）＋河道の
掘削＋坪井川の改修

約1,300
コスト

実現性

①に比べてコストが高い

熊本市の水道水源付近を貫通するた
め水源への影響が考えられる

⑥
放水路（緑川へ放水）＋河道の掘
削＋緑川の改修

約1,500
コスト

実現性

①に比べてコストが高い

熊本市の水道水源付近を貫通するた
め水源への影響が考えられる

⑦
放水路（緑川へ放水：下流）＋河
道の掘削＋緑川の改修

約1,400 コスト ①に比べてコストが高い
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※１ 実施内容は、上記のほか、現在の河川整備計画で実施する河道の掘削、堤防の整備等を含む。

（注）完成までに要する費用については、平成２５年度以降の残事業費である。



治水対策案（実施内容）

概略評価による抽出

概算事業費

（億円）

前回の
抽出

今回の
抽出

不適当と考えられる評価軸とその内容

【２ できるだけ洪
水を河道外に貯
留する案】

⑧ 黒川遊水地＋河道の掘削 約1,300 コスト ⑪に比べてコストが高い

⑨ 白川中流遊水地＋河道の掘削 約1,300 コスト ⑪に比べてコストが高い

⑩
黒川遊水地（地役権方式）＋河道
の掘削

約1,300
コスト

実現性

⑪に比べてコストが高い

約310haの土地所有者との調整が必要
となり理解を得るのに時間を要する

⑪
黒川遊水地群の活用＋河道の掘
削

約1,200 ○ ○

【３ できるだけ雨
水の河川への流
出を抑制する案】

⑫
河道の掘削＋雨水貯留施設＋雨
水浸透施設＋水田等の保全（機
能の向上）

約1,600 ○ ○

【４ 洪水はん濫
に対して家屋被
害を防ぐ案】

⑬
河道の掘削＋輪中堤＋遊水機能
を有する土地の保全＋部分的に
低い堤防の存置＋土地利用規制

約1,100 ○ ○

【５ できるだけ雨
水の河川への流
出を抑制したうえ
で、洪水氾濫に対
して家屋被害を防
ぐ案】

⑭

河道の掘削＋輪中堤＋遊水機能
を有する土地の保全＋部分的に
低い堤防の存置＋土地利用規制
＋雨水貯留施設＋雨水浸透施設
＋水田等の保全（機能の向上）

約1,600 ○ ○

⑮

河道の掘削＋輪中堤＋遊水機能
を有する土地の保全＋部分的に
低い堤防の存置＋土地利用規制
＋雨水貯留施設＋雨水浸透施設
＋水田等の保全（機能の向上：水
田貯留２０cm）

約1,900 コスト

実現性

⑭に比べてコストが高い

⑭に比べて水田等の機能向上に関して
補償のあり方等の制度面での課題があ
る。
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※１ 実施内容は、上記のほか、現在の河川整備計画で実施する河道の掘削、堤防の整備等を含む。

（注）完成までに要する費用については、平成25年度以降の残事業費である。





【参考資料】

抽出した治水対策案の概要



【河川整備計画の概要】
■河道改修を実施するとともに、黒川遊水地群の建設、立野ダムの建設により、河川整備計画の治水安全度を確保する。

・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群及び白川と黒川の合流点下流に立野ダムを建設する。

・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。

●河道改修

・河道を約130万m3掘削する。
・築堤を約20万m3行う。

・残土を約110万m3処理する。

・流下阻害となっている3橋の改築を行う。

●ダム建設

・立野ダム建設予定地の用地（民有地）取得

と家屋移転は完了しており、今後は仮

排水路トンネル、工事用道路（ダム本体用）

ダム本体等の工事を行う予定。

●遊水地

・遊水地を４箇所設置する。

・約420万m3の掘削を行う。

・周囲堤の築堤を約9万m3行う。

・残土を約410万m3処理する。

・約100haの用地買収を行う。

9

黒
川

白
川

〔2,300m3/s〕

2,000m3/s

■代継橋

立野ダム

黒川遊水地群

〔 〕：河川整備計画の目標流量

下段：河道配分流量

黒
川

白
川

〔2,300m3/s〕

2,000m3/s

■代継橋

立野ダム

黒川遊水地群

〔 〕：河川整備計画の目標流量

下段：河道配分流量

◇河川整備計画の目標流量及び河道配分流量
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立野ダム建設
（予定地）

小倉遊水地建設

跡ヶ瀬遊水地建設

車帰遊水地建設

約200m
約

90
m

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位
EL 276m

ダム天端高
EL282m

本ダム 副ダム
立野ダム下流面図 立野ダム縦断図

立野ダムの主な諸元

ダム型式 ：曲線重力式コンクリートダム
総貯水容量：約1,000万m3

白川位置図

明午橋改築
めいご

龍神橋改築
りゅうじん

吉原橋改築
よしはら

くるまかえり

あとがせ

おくら

手野遊水地建設

ての



【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、河道の掘削を行い、河川整備計画で想定している目標と同程
度の目標の達成を図る。

・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。

・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。

・河口から立野ダム建設予定地までの区間において、流下断面積が不足する箇所で河道の掘削を行う。

●河道改修
・河道を約200万m3掘削する。
・築堤を約20万m3行う。
・残土を約180万m3処理する。
・流下阻害となっている3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある8堰の改築を行う。

●遊水地
・遊水地を４箇所設置する。
・約420万m3の掘削を行う。
・周囲堤の築堤を約9万m3行う。
・残土を約410万m3処理する。
・約100haの用地買収を行う。

※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである

11

◇河川整備計画の目標流量及び河道配分流量

黒川遊水地群

黒
川

白
川

■代継橋

〔 〕：河川整備計画の目標流量

下段：河道配分流量

〔2,300m3/s〕

2,200m3/s

黒川遊水地群

黒
川

白
川

■代継橋

〔 〕：河川整備計画の目標流量

下段：河道配分流量

〔2,300m3/s〕

2,200m3/s

黒
川

白
川

■代継橋

〔 〕：河川整備計画の目標流量

下段：河道配分流量

〔2,300m3/s〕

2,200m3/s
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小倉遊水地建設

車帰遊水地建設
くるまがえり

跡ヶ瀬遊水地建設
あとがせ

おくら

手野遊水地建設

ての

明午橋改築

めいご

龍神橋改築
りゅうじん

吉原橋改築

よしはら

瀬田堰改築

せた

馬場楠堰改築
ばばくす

津久礼堰改築
つくれ

迫玉岡堰改築
さこたまおか

上井手堰改築
うわいで

三本松堰改築

さんぼんまつ

薄場橋改築

うすば

十八口堰改築
じゅうはちぐち

ＪＲ白川橋梁（上り・下り）改築

しらかわ

渡鹿堰改築

とろく

上村橋

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない

32k400

河道の掘削

薄場橋架替

ＪＲ白川橋梁架替
（上り・下り）

十八口堰改築

三本松堰改築

7k400

32k400付近

7/400付近



【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、黒川遊水地群の機能増大、河道の掘削を行い、河川整備計画
で想定している目標と同程度の目標の達成を図る。
・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。
・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。
・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に河川整備計画で整備する遊水地の掘削・拡大を行う。
・河口から立野ダム建設予定地間において、流下断面積が不足する箇所で、コスト的に最も優位と想定される河道の掘削を行う。
※遊水地は、地役権方式では必要な治水効果が得られないことから、掘込式とする。

●河道改修
・河道を約170万m3掘削する。
・築堤を約20万m3行う。
・残土を約150万m3処理する。
・流下阻害となっている3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある3堰の改築を行う。

●遊水地
・遊水地を４箇所設置及び３箇所改築する。
・約680万m3の掘削を行う。
・周囲堤の築堤を約10万m3行う。
・残土を約670万m3処理する。
・約120haの用地買収を行う。

※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである
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◇河川整備計画の目標流量及び河道配分流量

黒
川

白
川

〔2,300m3/s〕

2,100m3/s

■代継橋

黒川遊水地群

〔 〕：河川整備計画の目標流量

下段：河道配分流量

拡幅

黒
川

白
川

〔2,300m3/s〕

2,100m3/s

■代継橋

黒川遊水地群

〔 〕：河川整備計画の目標流量

下段：河道配分流量

拡幅





【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、雨水貯留施設、雨水浸透施設を設置し、水田等の保全（機能の
向上）を行う。これによる治水効果が不足する分については、河道の掘削により、河川整備計画で想定している目標と同程度の目標
の達成を図る。
・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。
・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。
・流域内の学校（校庭）、公園、農業用ため池に雨水の貯留を行い、家屋を対象とした雨水浸透施設を設置するとともに水田等の保全
（機能の向上）を行い、河川のピーク流量の低減を図る。
・「土地改良事業計画設計基準」を参考として、水田の畦畔高さを30cmとし、水田の貯留機能の向上（水田貯留15cm）を見込む。
・河口から立野ダム建設予定地までの区間において、流下断面積が不足する箇所で、河道の掘削を行う。

●河道改修
・河道を約190万m3掘削する。 ・築堤を約20万m3行う。
・残土を約170万m3処理する。 ・流下阻害となっている3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある3橋の改築を行う。 ・河道の掘削により影響のある8堰の改築を行う。

●遊水地
・遊水地を４箇所設置する。 ・約420万m3の掘削を行う。
・周囲堤の築堤を約9万m3行う。 ・残土を約410万m3処理する。
・約100haの用地買収を行う。

●流域対策
・公園や学校（校庭）を対象として雨水貯留施設を153箇所新設
するとともに、雨水用排水路等の整備を行う。
また、流域内の27箇所のため池を活用し、雨水の貯留を行う。
・雨水浸透施設の整備として家屋約84千戸に浸透升の設置を
行う。
・水田約55km2を対象に、落水口への堰板の設置、畦畔の補強
を行い、機能向上を行う。

※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである

◇河川整備計画の目標流量及び河道配分流量

15

黒
川

白
川

■代継橋

黒川遊水地群

〔 〕：河川整備計画の目標流量

下段：河道配分流量

〔2,300m3/s〕

2,200m3/s

雨水貯留施設、雨水浸透施設、
水田等の保全（機能の向上）

黒
川

白
川

■代継橋

黒川遊水地群

〔 〕：河川整備計画の目標流量

下段：河道配分流量

〔2,300m3/s〕

2,200m3/s

雨水貯留施設、雨水浸透施設、
水田等の保全（機能の向上）



車帰遊水地建設

くるまがえり

跡ヶ瀬遊水地建設
あとがせ

小倉遊水地建設
おくら

手野遊水地建設
ての

明午橋改築

めいご

龍神橋改築
りゅうじん

吉原橋改築

よしはら

瀬田堰改築

せた

馬場楠堰改築
ばばくす

津久礼堰改築
つくれ

迫玉岡堰改築

さこたまおか

薄場橋改築
うすば

十八口堰改築

じゅうはちぐち

■：水田

約55km2 約２０千枚◆白川流域における水田
対策面積 備考

利用可能面積 55km2 約20千枚

※利用可能面積は，水田面積に畦畔を除いた本地率と作付
け率を乗じて推計．

※水田面積は国土数値情報を基に推計．

◆白川流域における宅地
対策面積 備考

宅地×建坪率40% 10.95km2 約84千戸
計 10.95km2
※宅地面積は国土数値情報を基に推計．
※家屋数はH20住宅・土地統計調査を基に推計．

■：雨水浸透対策対象区域

渡鹿堰改築

とろく

7/400付近

三本松堰改築

さんぼんまつ

ＪＲ白川橋梁（上り・
下り）改築

しらかわ

学校
公園
学校
公園

学校

公園

ため池

学校
公園
学校
公園

学校

公園

ため池

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない

※水田枚数は代表区域を設定し推計．
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雨水貯留対象施設

32k400付近

◆白川流域における学校・公園・ため池
箇所数

学校（校庭） 49
公園 104
ため池 27
※学校：小学校，中学校，高等学校，大学
※公園：市町村提供資料より
※ため池公園：市町村提供資料より

上井手堰改築
うわいで

上村橋

32k400

河道の掘削

薄場橋架替

ＪＲ白川橋梁架替
（上り・下り）

十八口堰改築

三本松堰改築

河道の掘削

薄場橋架替

ＪＲ白川橋梁架替
（上り・下り）

十八口堰改築

三本松堰改築

7k400

水田等の保全（機能の向上）

排水路

水田貯留を行うため
新たに設置する堰板

畦畔の補強

既設の堰板

営農期の水位

洪水時の貯留水位

15cm

排水路

水田貯留を行うため
新たに設置する堰板

畦畔の補強

既設の堰板

営農期の水位

洪水時の貯留水位

15cm



【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、河道の掘削を行う。また、中流域で集落が点在する箇所におい
ては輪中堤の築造、遊水機能を有する土地の保全、部分的に低い堤防の存置、土地利用規制を行い、河川整備計画で想定してい
る目標と同程度の目標の達成を図る。
・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。
・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。
・河口から中流部までの区間において、流下断面積が不足する箇所で、コスト的に最も安価と想定される河道の掘削を行う。
・小集落を洪水はん濫から防御するため、中流部から立野ダム建設予定地間において、輪中堤、宅地かさ上げ、ピロティ建築の中で
安価な対策として想定される輪中堤による対策を行うとともに、遊水機能を有する土地の保全、部分的に低い堤防の存置、土地利用
規制を行う。

●河道改修
・河道を約190万m3掘削する。 ・築堤を約20万m3行う。
・残土を約170万m3処理する。 ・流下阻害となっている3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある3橋の改築を行う。 ・河道の掘削により影響のある5堰の改築を行う。
●遊水地
・遊水地を４箇所設置する。 ・約420万m3の掘削を行う。
・周囲堤の築堤を約9万m3行う。 ・残土を約410万m3処理する。
・約100haの用地買収を行う。
●輪中堤の整備、遊水機能を有する土地の保全、部分的に

低い堤防の存置及び土地利用規制
・家屋部について輪中堤を整備し、それ以外の箇所については堤防
をそのまま存置（部分的に低い堤防として）し、その周辺の遊水
機能を有する土地の保全及び土地利用規制を行う。

※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである 17

◇河川整備計画の目標流量及び河道配分流量

黒
川

白
川

〔2,300m3/s〕

2,200m3/s

■代継橋

黒川遊水地群

〔 〕：河川整備計画の目標流量

下段：河道配分流量

輪中堤、遊水機能を有
する土地の保全、部分
的に低い堤防の存置、
土地利用規制

黒
川

白
川

〔2,300m3/s〕

2,200m3/s

■代継橋

黒川遊水地群

〔 〕：河川整備計画の目標流量

下段：河道配分流量

輪中堤、遊水機能を有
する土地の保全、部分
的に低い堤防の存置、
土地利用規制
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車帰遊水地建設
くるまかえり

跡ヶ瀬遊水地建設
あとがせ

小倉遊水地建設

おくら

手野遊水地建設
ての

明午橋改築

めいご

龍神橋改築
りゅうじん

吉原橋改築
よしはら

三本松堰改築
さんぼんまつ

薄場橋改築
うすば

十八口堰改築
じゅうはちぐち

ＪＲ白川橋梁（上り・下り）
改築

しらかわ

馬場楠堰改築
ばばくす

津久礼堰改築

つくれ

渡鹿堰改築
とろく

上村橋輪中堤のイメージ

輪中堤

遊水機能を有
する土地の保全

部分的に低い
堤防

遊水機能を有する
土地の保全区域

遊水機能を有する
土地の保全区域

7/400付近

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない

32k400
河道の掘削

薄場橋架替

ＪＲ白川橋梁架替
（上り・下り）

十八口堰改築

三本松堰改築

7k400 32k400付近



【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、雨水貯留施設、雨水浸透施設を設置、水田等の保全（機能の向上）を行う。
これによる治水効果が不足する分については、河道の掘削を行う。また、中流域で集落が点在する箇所においては輪中堤の築造、遊水機能を有
する土地の保全、部分的に低い堤防の存置、土地利用規制を行い、河川整備計画で想定している目標と同程度の目標の達成を図る。
・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。
・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。
・流域内の学校（校庭）、公園、農業用ため池に雨水の貯留を行い、家屋を対象とした雨水浸透施設を設置するとともに水田等の保全（機能の向
上）を行い、河川のピーク流量を低減させる。
・「土地改良事業計画設計基準」を参考として、水田の畦畔高さを30cmとし、水田の貯留機能の向上（水田貯留15cm）を見込む。
・河口から中流部までの区間において、流下断面積が不足する箇所で、コスト的に最も安価と想定される河道の掘削を行う。
・小集落を洪水はん濫から防御するため、中流部から立野ダム建設予定地間において、輪中堤、宅地かさ上げ、ピロティ建築の中で安価な対策と
して想定される輪中堤による対策を行うとともに、遊水機能を有する土地の保全、部分的に低い堤防の存置、土地利用規制を行う。

●河道改修
・河道を約190万m3掘削する。 ・築堤を約20万m3行う。 ・残土を約170万m3処理する。
・流下阻害となっている3橋の改築を行う。 ・河道の掘削により影響のある3橋の改築を行う。 ・河道の掘削により影響のある5堰の改築を行う。
●遊水地
・遊水地を４箇所設置する。 ・約420万m3の掘削を行う。 ・周囲堤の築堤を約9万m3行う。
・残土を約410万m3処理する。 ・約100haの用地買収を行う。
●流域対策
・公園や学校（校庭）を対象として雨水貯留施設を153箇所新設するとともに、雨水
用排水路等の整備を行う。また、流域内の27箇所のため池を活用し、雨水の
貯留を行う。
・雨水浸透施設の整備として家屋約84千戸に浸透升の設置を行う。
・水田約55km2を対象に、落水口への堰板の設置、畦畔かさ上げを行い、機能
向上を行う。

●輪中堤の整備、遊水機能を有する土地の保全及び土地利用規制
・家屋部について輪中堤を整備し、それ以外の箇所については堤防をそのまま
存置（部分的に低い堤防として）し、その周辺の遊水機能を有する土地の保全
及び土地利用規制を行う。

※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである
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◇河川整備計画の目標流量及び河道配分流量

黒
川

白
川

■代継橋

黒川遊水地群

〔 〕：河川整備計画の目標流量

下段：河道配分流量

〔2,300m3/s〕

2,200m3/s

雨水貯留施設、雨水浸透施設、
水田等の保全（機能の向上）

輪中堤、遊水機能を有
する土地の保全、部分
的に低い堤防の存置、
土地利用規制

黒
川

白
川

■代継橋

黒川遊水地群

〔 〕：河川整備計画の目標流量

下段：河道配分流量

〔2,300m3/s〕

2,200m3/s

雨水貯留施設、雨水浸透施設、
水田等の保全（機能の向上）

輪中堤、遊水機能を有
する土地の保全、部分
的に低い堤防の存置、
土地利用規制
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車帰遊水地建設

くるまがえり

跡ヶ瀬遊水地建設

あとがせ

小倉遊水地建設

おくら
手野遊水地建設

ての

明午橋改築

めいご

龍神橋改築
りゅうじん

吉原橋改築
よしはら

三本松堰改築
さんぼんまつ

薄場橋改築
うすば

十八口堰改築
じゅうはちぐち

ＪＲ白川橋梁（上り・
下り）改築

しらかわ

馬場楠堰改築

ばばくす

津久礼堰改築
つくれ

◆白川流域における水田
対策面積 備考

利用可能面積 55km2 約20千枚

※利用可能面積は，水田面積に畦畔を除いた本地率と作付
け率を乗じて推計．

※水田面積は国土数値情報を基に推計．

◆白川流域における宅地
対策面積 備考

宅地×建坪率40% 10.95km2 約84千戸
計 10.95km2
※宅地面積は国土数値情報を基に推計．
※家屋数はH20住宅・土地統計調査を基に推計．

■：雨水浸透対策対象区域

渡鹿堰改築

とろく

■：水田

輪中堤のイメージ

輪中堤

遊水機能を有
する土地の保全

部分的に低い堤防

輪中堤のイメージ

輪中堤

遊水機能を有
する土地の保全

部分的に低い堤防

遊水機能を有する
土地の保全

遊水機能を有する
土地の保全

学校
公園
学校
公園

学校

公園

ため池

学校
公園
学校
公園

学校

公園

ため池

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない

※水田枚数は代表区域を設定し推計．

雨水貯留対象施設

32k400付近

7/400付近

◆白川流域における学校・公園・ため池
箇所数

学校（校庭） 49
公園 104
ため池 27
※学校：小学校，中学校，高等学校，大学
※公園：市町村提供資料より
※ため池公園：市町村提供資料より

7k400

河道の掘削

薄場橋架替

ＪＲ白川橋梁架替
（上り・下り）

十八口堰改築

三本松堰改築

河道の掘削

薄場橋架替

ＪＲ白川橋梁架替
（上り・下り）

十八口堰改築

三本松堰改築

7k400

上村橋

32k400

上村橋

32k400

水田等の保全（機能の向上）

排水路

水田貯留を行うため
新たに設置する堰板

畦畔の補強

既設の堰板

営農期の水位

洪水時の貯留水位

15cm

排水路

水田貯留を行うため
新たに設置する堰板

畦畔の補強

既設の堰板

営農期の水位

洪水時の貯留水位

15cm


